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３

会
計
年
度
の
末
日
に
お
け
る
時
価
が
そ
の
時
の
取
得
原
価
よ
り
著
し
く
低
い
資
産
に
つ
い
て
は
、
当
該
資
産
の
時
価
が
そ
の
時
の
取
得
原
価
ま
で
回
復
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
時
価
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

使
用
価
値
を
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
有
形
固
定
資
産
又
は
無
形
固
定
資
産
で
あ
っ
て
、
当
該
資
産
の
使
用
価
値
が
時
価
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
取
得
価
額
か
ら
減
価
償
却
累
計
額
を
控
除
し
た
価
額
を
超
え
な
い
限
り
に
お
い
て
、

使
用
価
値
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

受
取
手
形
、
事
業
未
収
金
、
貸
付
金
等
の
債
権
に
つ
い
て
は
、
回
収
不
能
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
会
計
年
度
の
末
日
に
お
い
て
そ
の
時
に
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
見
込
ま
れ
る
額
を
控
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

満
期
保
有
目
的
の
債
券
（
満
期
ま
で
所
有
す
る
意
図
を
も
っ
て
保
有
す
る
債
券
を
い
う
。
第
二
十
条
第
一
項
第
八
号
に
お
い
て
同
じ
。）以
外
の
有
価
証
券
の
う
ち
市
場
価
格
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
会
計
年
度
の
末
日
に
お
い
て
そ
の

時
の
時
価
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

棚
卸
資
産
に
つ
い
て
は
、
会
計
年
度
の
末
日
に
お
け
る
時
価
が
そ
の
時
の
取
得
原
価
よ
り
低
い
と
き
は
、
時
価
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
負
債
の
評
価
）

第
七
条

負
債
に
つ
い
て
は
、
次
項
の
場
合
を
除
き
、
会
計
帳
簿
に
債
務
額
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

次
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
引
当
金
に
つ
い
て
は
、
会
計
年
度
の
末
日
に
お
い
て
、
将
来
の
費
用
の
発
生
に
備
え
て
、
そ
の
合
理
的
な
見
積
額
の
う
ち
当
該
会
計
年
度
の
負
担
に
属
す
る
金
額
を
費
用
と
し
て
繰
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
計

上
し
た
額
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

賞
与
引
当
金

二

退
職
給
付
引
当
金

三

役
員
退
職
慰
労
引
当
金

（
純
資
産
）

第
八
条

基
金
に
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
百
三
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
く
基
金
（
同
法
第
百
四
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
返
還
さ
れ
た
金
額
を
除
く
。）の
金
額
を
計
上
す
る
も
の
と
す
る
。

２

代
替
基
金
に
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
百
四
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
代
替
基
金
の
金
額
を
計
上
す
る
も
の
と
す
る
。

３

積
立
金
に
は
、
将
来
の
特
定
の
目
的
の
費
用
又
は
損
失
の
発
生
に
備
え
る
た
め
、
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
が
理
事
会
の
議
決
に
基
づ
き
積
立
金
と
し
て
積
み
立
て
た
額
を
計
上
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
章

計
算
関
係
書
類

第
一
節

総
則

（
社
会
福
祉
連
携
推
進
認
定
を
受
け
た
日
の
貸
借
対
照
表
）

第
九
条

法
第
百
三
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
百
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
る
貸
借
対
照
表
は
、
社
会
福
祉
連
携
推
進
認
定
を
受
け
た
日
に
お
け

る
会
計
帳
簿
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
る
次
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

（
各
会
計
年
度
に
係
る
計
算
書
類
）

第
十
条

各
会
計
年
度
に
係
る
計
算
書
類
は
、
当
該
会
計
年
度
に
係
る
会
計
帳
簿
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
る
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

貸
借
対
照
表

二

損
益
計
算
書
（
損
益
計
算
書
内
訳
表
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）

（
会
計
の
区
分
）

第
十
一
条

計
算
書
類
の
会
計
の
区
分
は
、
次
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
内
容
と
す
る
。

一

社
会
福
祉
連
携
推
進
業
務
会
計

法
第
百
二
十
五
条
に
規
定
す
る
社
会
福
祉
連
携
推
進
業
務
に
関
す
る
会
計

二

そ
の
他
の
業
務
会
計

法
第
百
三
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
社
会
福
祉
連
携
推
進
業
務
以
外
の
業
務
に
関
す
る
会
計

三

法
人
会
計

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
に
関
す
る
会
計

２

社
会
福
祉
連
携
推
進
業
務
会
計
は
、
法
第
百
二
十
五
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
種
類
ご
と
に
区
分
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
節

貸
借
対
照
表

（
貸
借
対
照
表
の
内
容
）

第
十
二
条

貸
借
対
照
表
は
、
当
該
会
計
年
度
末
現
在
に
お
け
る
全
て
の
資
産
、
負
債
及
び
純
資
産
の
状
態
を
明
瞭
に
表
示
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
貸
借
対
照
表
の
区
分
）

第
十
三
条

貸
借
対
照
表
は
、
資
産
の
部
、
負
債
の
部
及
び
純
資
産
の
部
に
区
分
し
、
更
に
資
産
の
部
は
流
動
資
産
及
び
固
定
資
産
に
、
負
債
の
部
は
流
動
負
債
及
び
固
定
負
債
に
区
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

純
資
産
の
部
は
、
基
金
、
代
替
基
金
、
積
立
金
及
び
次
期
繰
越
活
動
増
減
差
額
に
区
分
す
る
も
の
と
す
る
。

（
貸
借
対
照
表
の
様
式
）

第
十
四
条

貸
借
対
照
表
の
様
式
は
、
第
一
号
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。
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